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 【  緒  言  】  

























く 62 名を対象とした（有効回答率 86.1％）。  
 
2．調査時期  







在の身長、体重を記入させ、身長、体重の自己申告値から Body Mass Index（BMI）〔体重







票は、「Ⅰ群 ねむけ感」、「Ⅱ群 不安定感」、「Ⅲ群 不快感」、「Ⅳ群 だるさ感」、「Ⅴ群 
ぼやけ感」について各 5 項目、計 25 項目で構成されている。回答は、「1 まったくあては
まらない」、「2 わずかにあてはまる」、「3 すこしあてはまる」、「4 かなりあてはまる」、
「5 非常によくあてはまる」の 5 段階のいずれかで求めた。  
 
【結果および考察】  
1. 身体状況  
対象者の身体状況を表 1 に示した。平均身長は 158.2±4.9cm、平均体重は 51.4±5.8kg、
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BMIは 20.5だった。この結果は、平成 27年国民健康・栄養調査の全国平均値身長は 156.4cm、
体重は 50.0kg に近い値であったため、今回の対象者は平均的な集団であったと考えられる。 













カルシウムが－44％、鉄が－39％、ビタミン A が－38％、ビタミン B1 が－29％、ビタミ










＊3 脂質：目標量の 20～30％、炭水化物：目標量の 50～65％  
＊4 月経ありの値を使用  
n=62
平均値 身体活動レベルⅡ EAR*2 RDA*2 DG*2 差
エネルギー(kcal) 1418 ± 322.1 1950 - - -27%
たんぱく質(g) 53 ± 15.3 - 40 50 6%
脂質(g) 41 ± 13.0 - - - 43～65*3 -5～-37%
炭水化物(g) 201 ± 47.10 - - - 244～317*3 -18～-36%
カルシウム(mg) 362 ± 135.6 - 550 650 -44%
鉄(mg) 6.4 ± 2.4 - 8.5*4 10.5*4 -39%
ビタミンA(µgRAE) 402.9 ± 159.7 - 450 650 -38%
ビタミンB1(mg) 0.78 ± 0.4 - 0.9 1.1 -29%
ビタミンB2(mg) 0.88 ± 0.7 - 1.0 1.2 -27%
ビタミンC(mg) 69 ± 31.8 - 85 100 -31%
食物繊維(g) 11 ± 5.6 - - - 18以上 -39%





身長（ cm ） 158.2 4.9
体重（ kg ） 51.4 5.8
ＢＭＩ 20.5 1.8
やせ志向を持つ者（ % ） 80.6 ―
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高値群でたんぱく質 15％、脂質 28％、炭水化物 57％と目標量の範囲以内だった。低値群で




               表 3 栄養摂取量の比較  
  
 












摂取量 標準偏差 差 摂取量 標準偏差 差
エネルギー(kcal) 1764 ± 134.7 -10% 1036 ± 175.9 -47%
たんぱく質(g) 70.2 ± 11.5 40% 37.5 ± 7.3 -25%
脂質(g) 56 ± 6.1 29%～-14% 27 ± 6.5 -39%～59%
炭水化物(g) 254 ± 19.8 4%～-19% 145 ± 20.0 -40%～-54％
カルシウム(mg) 519 ± 91.6 -20% 220 ± 53.7 -66%
鉄(mg) 9.2 ± 1.7 -12% 4.0 ± 0.6 -62%
ビタミンA(µgRAE) 579.3 ± 117 -11% 235.8 ± 71.1 -64%
ビタミンB1(mg) 1.15 ± 0.61 5% 0.49 ± 0.1 -55%
ビタミンB2(mg) 1.33 ± 1.06 11% 0.51 ± 0.1 -58%
ビタミンC(mg) 106.7 ± 26.9 7% 38.7 ± 6.7 -61%
食物繊維(g) 17 ± 6.2 -4% 7 ± 1.4 -61%
食塩相当量(g) 9.2 ± 2.1 31% 4.0 ± 0.8 -43%
高値群 ( n=20 ) 低値群 ( n=20 )
富山短期大学紀要第 53巻(2017.9) 
 












ルギー、栄養素の摂取が重要であると考えられた。   
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